[bookmark: _yciw6tzecv9]レンタルスペース飲食物持込同意書

レンタルスペース運営者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、レンタルスペース利用者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が管理・運営するレンタルスペース（以下「本施設」という。）において、乙が飲食物を持ち込み、飲食又は提供することについて、次のとおり確認し、同意する。

[bookmark: _3223vvuu3gaf]第1条（目的）
本同意書は、本施設における飲食物の持込みについて、持込条件、衛生管理、食品の安全性、設備の使用、清掃及び原状回復、事故発生時の対応、損害賠償その他必要な事項を定め、甲乙双方の権利義務及び責任範囲を明確にするとともに、本施設の安全かつ適正な利用を図ることを目的とする。

[bookmark: _i6qe80em6yl2]第2条（対象施設及び利用内容）
1. 本同意書の対象となる施設及び利用条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名称
	

	施設所在地
	

	利用目的
	□ 会議　□ パーティー　□ 懇親会　□ 撮影　□ イベント　□ その他（　　　　　）

	利用日
	年　　　月　　　日

	利用時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	利用予定人数
	名

	利用責任者氏名
	

	緊急連絡先
	

	飲食物持込予定
	□ あり　□ なし

	飲酒予定
	□ あり　□ なし

	調理予定
	□ あり　□ なし

	その他特記事項
	


2. 乙は、前項に記載した利用目的、利用人数及び飲食物の持込内容について、甲に正確な情報を提供するものとする。
3. 利用内容に変更が生じる場合、乙は事前に甲へ通知し、必要に応じて承諾を得るものとする。
4. 本同意書は飲食物の持込みに関する条件を定めるものであり、本施設の利用契約、利用規約その他甲乙間で合意した条件と併せて適用する。

[bookmark: _e3spa2aqm2u]第3条（飲食物の持込条件）
1. 乙は、甲が事前に許可した範囲において、本施設へ飲食物を持ち込むことができる。
2. 持込みが認められる飲食物の種類及び条件は、次のとおりとする。
	持込品目
	持込条件

	市販の弁当・惣菜
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	菓子・軽食
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	ペットボトル飲料
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	コーヒー・紅茶等
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	アルコール飲料
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	手作り料理
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	ケータリング料理
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	生鮮食品・生もの
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	冷凍食品
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	その他
	


3. 前項において条件付きとされた飲食物については、甲乙間で持込方法、保存方法、提供方法その他必要な条件を別途確認する。
4. 乙は、著しい臭気、煙、油汚れその他施設環境に悪影響を及ぼすおそれのある飲食物を持ち込む場合、事前に甲の承諾を得なければならない。
5. 甲は、施設設備の保護、衛生管理、安全確保その他合理的な理由がある場合、特定の飲食物の持込みを制限することができる。

[bookmark: _el924p4k2tkg]第4条（飲食物の管理責任）
1. 乙は、自ら持ち込む飲食物について、購入、運搬、保管、調理、提供及び廃棄までの各過程において、衛生上必要な管理を行うものとする。
2. 乙は、飲食物の消費期限、賞味期限、保存温度、包装状態その他食品の安全性に関する事項を確認するものとする。
3. 冷蔵又は冷凍保存が必要な飲食物については、適切な温度管理を行い、長時間の常温放置を避けるものとする。
4. 乙は、腐敗、変質、異臭、異物混入その他安全性に疑義のある飲食物を使用又は提供してはならない。
5. 甲が飲食物の保存設備を提供する場合、その利用条件及び管理責任については、第8条の定めによるものとする。
6. 本条は、甲が自ら提供する飲食物又は管理する設備について負う法令上の責任を免除するものではない。

[bookmark: _up8lilsvu3cz]第5条（食品衛生及び食中毒の予防）
1. 乙は、本施設において飲食物を取り扱う際、食品衛生法その他関係法令及び甲が事前に提示した衛生管理上の注意事項を遵守するものとする。
2. 乙は、食品の取扱いに際し、次の事項に留意するものとする。
(1) 調理又は配膳前の手洗い及び必要な衛生措置
(2) 食材及び調理器具の清潔な管理
(3) 生食用食品と加熱用食品の区分
(4) 食品の適切な加熱及び温度管理
(5) 調理済み食品の長時間放置の防止
(6) 食器、容器及び調理器具の衛生的な使用
(7) 食品への異物混入及び交差汚染の防止
(8) その他食品事故を防止するために必要な措置
3. 乙は、発熱、嘔吐、下痢その他食品衛生上問題となる症状のある者に、飲食物の調理又は配膳を行わせないよう努めるものとする。
4. 乙は、食中毒その他の食品事故が発生し、又はその疑いが生じた場合、速やかに甲へ報告し、必要に応じて医療機関、保健所その他関係機関への連絡に協力するものとする。
5. 食品事故に関する責任の有無及び範囲については、事故原因、各当事者の管理状況、過失の有無その他具体的事情に基づき判断するものとする。

[bookmark: _f7qcb88joapq]第6条（アレルギーへの対応）
1. 乙は、飲食物を他の利用者又は参加者へ提供する場合、食品アレルギーによる健康被害が生じる可能性があることを認識し、必要な注意を払うものとする。
2. 乙は、参加者に対し、必要に応じて飲食物の原材料、アレルゲンその他食品の安全性に関する情報を確認又は提供するものとする。
3. 手作り料理、ケータリング料理その他原材料の確認が困難な食品については、乙は提供者に必要な情報を確認するよう努めるものとする。
4. 乙は、アレルギー対応を必要とする参加者がいる場合、可能な範囲で代替食品の用意、提供方法の変更その他適切な対応を検討するものとする。
5. 甲が飲食物の調達又は提供に関与しない場合、甲は当該飲食物の原材料及びアレルゲン情報を当然に把握するものではない。ただし、甲自身の行為又は管理上の問題に起因する責任については、この限りでない。

[bookmark: _6f3nyc1qkocl]第7条（調理行為及び火気の使用）
1. 乙は、甲が事前に許可した場合を除き、本施設内において調理行為を行ってはならない。
2. 調理行為が認められる場合、その内容及び使用設備は次のとおりとする。
	項目
	内容

	調理の可否
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	電子レンジ
	□ 使用可　□ 使用不可

	IH調理器
	□ 使用可　□ 使用不可

	ガスコンロ
	□ 使用可　□ 使用不可

	ホットプレート
	□ 使用可　□ 使用不可

	電気ケトル
	□ 使用可　□ 使用不可

	オーブン
	□ 使用可　□ 使用不可

	持込調理器具
	□ 可　□ 不可　□ 事前承諾制

	揚げ物調理
	□ 可　□ 不可

	火気の使用
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	その他
	


3. 乙は、調理設備を使用する場合、取扱説明書、施設利用規約及び甲が提示する安全上の指示に従うものとする。
4. 乙は、火災、火傷、感電、ガス漏れその他の事故を防止するため、調理設備の使用中は適切な監視を行い、使用後は電源及び火気の停止を確認するものとする。
5. 乙は、甲の承諾なく、カセットコンロ、炭火器具、バーナーその他火災の危険性が高い器具を持ち込んではならない。
6. 甲は、安全上重大な支障が生じるおそれがある場合、調理行為又は設備の使用を中止させることができる。
7. 本条に基づく使用許可は、消防法令、建物管理規則その他適用される規制に違反する行為を認めるものではない。

[bookmark: _7l13sfuro1s8]第8条（冷蔵庫及び厨房設備の使用）
1. 甲が冷蔵庫、冷凍庫、流し台、調理台、食器その他の設備を提供する場合、乙は甲が定める利用条件に従って使用するものとする。
2. 設備の使用に関する条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	冷蔵庫
	□ 使用可　□ 使用不可

	冷凍庫
	□ 使用可　□ 使用不可

	流し台
	□ 使用可　□ 使用不可

	調理台
	□ 使用可　□ 使用不可

	食器類
	□ 使用可　□ 使用不可

	包丁・まな板
	□ 使用可　□ 使用不可

	洗剤・清掃用品
	□ 備付あり　□ 持参

	設備使用料
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	その他
	


3. 乙は、使用前に設備の状態を確認し、異常又は不具合を発見した場合、速やかに甲へ報告するものとする。
4. 乙は、設備を本来の用途に従って使用し、故意又は過失により破損若しくは汚損させないよう注意するものとする。
5. 甲は、自己が管理する設備について、通常必要とされる点検及び維持管理を行うものとする。
6. 設備の故障、温度異常その他の問題により食品に損害が生じた場合、その責任は故障原因、管理状況、甲乙双方の帰責事由その他具体的事情に応じて判断するものとする。

[bookmark: _waor3qfvzua5]第9条（アルコール飲料の持込み）
1. 本施設におけるアルコール飲料の持込み及び飲酒は、甲が事前に許可した場合に限り認められるものとする。
2. アルコール飲料に関する利用条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	アルコール持込み
	□ 可　□ 不可

	飲酒
	□ 可　□ 不可

	持込可能時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	飲酒可能エリア
	

	持込料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	その他条件
	


3. 乙は、20歳未満の者に飲酒させてはならず、飲酒を強要し、又は飲酒による迷惑行為を助長してはならない。
4. 乙は、飲酒に伴う転倒、負傷、器物損壊、騒音、暴力行為その他の事故を防止するため、参加者に対して必要な注意喚起を行うものとする。
5. 乙は、飲酒した者による自動車、バイクその他車両の運転を助長してはならない。
6. 甲は、飲酒により施設の安全又は秩序に重大な支障が生じた場合、飲酒の中止、当該参加者の退去その他必要かつ合理的な措置を求めることができる。
7. アルコール飲料の販売又は有償提供を行う場合、乙は酒類販売業免許その他必要な法令上の要件について事前に確認するものとする。

[bookmark: _f69r55kby1tr]第10条（飲食物の販売及び第三者への提供）
1. 乙が本施設内で飲食物を販売し、又は不特定若しくは多数の者へ提供する場合、事前に甲の承諾を得るものとする。
2. 乙は、飲食物の調理、販売、提供その他の行為について、食品衛生法に基づく営業許可又は営業届出その他法令上必要な手続の有無を確認し、必要な手続を適切に行うものとする。
3. 甲による施設利用の承諾又は飲食物持込みの許可は、行政機関による営業許可その他の法的資格を付与するものではない。
4. 乙が外部の飲食事業者、ケータリング業者その他第三者を利用する場合、当該事業者による搬入、調理、配膳、撤収及び衛生管理の方法について、必要に応じて甲と事前に協議するものとする。
5. 乙は、外部事業者に対し、本施設の利用条件及び安全上の注意事項を周知するものとする。
6. 外部事業者の行為により事故又は損害が発生した場合、その責任については、乙、当該事業者及び甲の各行為並びに関係法令に基づき判断するものとする。

[bookmark: _wtewc4z5gfpa]第11条（飲食可能エリア）
1. 乙は、甲が指定する区域に限り、飲食物の持込み及び飲食を行うものとする。
2. 飲食可能エリア及び禁止エリアは、次のとおりとする。
	区域
	飲食条件

	メインスペース
	□ 可　□ 不可

	会議室
	□ 可　□ 不可

	キッチン
	□ 可　□ 不可

	控室
	□ 可　□ 不可

	撮影エリア
	□ 可　□ 不可

	共用廊下
	□ 可　□ 不可

	屋外スペース
	□ 可　□ 不可

	その他
	


3. 乙は、飲食禁止区域に飲食物を持ち込む場合、甲の事前の承諾を得なければならない。
4. 乙は、施設の床、壁、家具、電気設備、撮影機材その他の備品に飲食物をこぼし、又は付着させないよう必要な注意を払うものとする。
5. 甲は、施設設備の保護又は安全管理上必要な場合、合理的な範囲で飲食可能エリアを制限することができる。

[bookmark: _b7v7693vfzwj]第12条（臭気、煙及び騒音への配慮）
1. 乙は、飲食物の調理、提供及び飲食に伴い発生する臭気、煙、蒸気、騒音その他の影響について、近隣住民、他の利用者及び施設管理者に迷惑を及ぼさないよう配慮するものとする。
2. 乙は、換気設備を適切に使用し、強い臭気又は煙が発生する行為を行う場合、事前に甲の承諾を得るものとする。
3. 乙は、飲食に伴う大声での会話、宴会行為、音楽の使用その他の行為について、甲が定める騒音基準及び利用時間を遵守するものとする。
4. 近隣住民その他第三者から苦情が寄せられた場合、乙は甲と協力して状況を確認し、必要な改善措置を講じるものとする。
5. 甲は、重大な迷惑行為が継続する場合、合理的な範囲で当該行為の中止を求めることができる。

[bookmark: _ycwipqdg04ee]第13条（ゴミの処理及び廃棄）
1. 乙は、持ち込んだ飲食物から生じる容器、包装材、食品残渣、飲料容器その他のゴミについて、甲が定める方法に従い適切に処理するものとする。
2. ゴミの処理条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	ゴミの持ち帰り
	□ 必須　□ 不要　□ 一部必要

	施設内での廃棄
	□ 可　□ 不可

	可燃ゴミ
	□ 廃棄可　□ 持ち帰り

	ペットボトル
	□ 廃棄可　□ 持ち帰り

	缶・瓶
	□ 廃棄可　□ 持ち帰り

	生ゴミ
	□ 廃棄可　□ 持ち帰り

	ゴミ処理料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	その他
	


3. 乙は、ゴミを施設内外に放置し、又は甲が指定していない場所へ不法に投棄してはならない。
4. 乙は、生ゴミその他腐敗又は悪臭の原因となる廃棄物について、適切な方法で処理するものとする。
5. 乙がゴミの処理義務に違反した場合、甲は必要な処理を行い、乙の責めに帰すべき事由により合理的に発生した処理費用を請求することができる。
6. 前項の費用については、実際に必要となった処理内容及び費用を確認できる資料に基づき算定するものとする。

[bookmark: _cr1uxzswpljk]第14条（清掃及び原状回復）
1. 乙は、本施設の利用終了時までに、飲食物の持込み及び飲食によって生じた汚れを清掃し、原則として利用開始時の状態に戻すものとする。ただし、通常の使用による損耗及び経年劣化については、この限りでない。
2. 乙は、特に次の事項について確認し、必要な清掃を行うものとする。
(1) テーブル及び椅子の清掃
(2) 床面に付着した食品及び飲料の除去
(3) 食器及び調理器具の洗浄
(4) キッチン及び流し台の清掃
(5) 冷蔵庫内の持込食品の撤去
(6) ゴミ及び食品残渣の処理
(7) 調理設備の電源及び火気の停止
(8) その他甲が事前に指定した清掃事項
3. 乙が通常の清掃では除去できない汚れ、臭気、油汚れその他の損傷を生じさせた場合、甲乙はその原因及び程度を確認するものとする。
4. 乙の責めに帰すべき事由により特別清掃又は修繕が必要となった場合、乙は合理的に必要な費用を負担するものとする。
5. 甲は、乙に費用を請求する場合、清掃又は修繕の内容及び費用の根拠を明示するものとする。

[bookmark: _gz9t9wcz907p]第15条（施設設備及び備品の破損）
1. 乙は、飲食物の持込み及び飲食に際し、本施設の設備、家具、家電製品、食器、調理器具その他の備品を適切に取り扱うものとする。
2. 乙又は乙が管理する参加者の故意若しくは過失により設備又は備品が破損、汚損若しくは滅失した場合、乙は自己の責任に応じて損害を賠償するものとする。
3. 損害賠償額は、修理費用、交換費用、損傷の程度、経過年数その他合理的な事情を考慮して算定するものとする。
4. 甲は、破損又は汚損を発見した場合、可能な範囲で乙と状況を確認し、必要に応じて写真その他の記録を保存するものとする。
5. 通常の使用による損耗、経年劣化又は甲の管理上の問題に起因する損害については、乙は責任を負わないものとする。

[bookmark: _4jyys7l7g90]第16条（事故及び緊急時の対応）
1. 本施設において食中毒、アレルギー反応、火傷、転倒、火災その他の事故が発生した場合、乙は速やかに甲へ報告するものとする。
2. 甲及び乙は、事故の状況に応じて、応急措置、救急要請、消防機関への通報、避難誘導その他必要かつ合理的な措置を講じるものとする。
3. 甲及び乙は、事故の原因調査、被害拡大の防止、関係機関への報告その他必要な対応について、相互に協力するものとする。
4. 事故により第三者に損害が生じた場合、その責任の有無及び範囲については、事故原因、各当事者の行為、管理状況及び関係法令に基づき判断するものとする。
5. 甲及び乙は、事故発生後、必要に応じて関係資料、写真、利用記録その他の証拠を適切に保存するものとする。

[bookmark: _v4ga7qrt0dog]第17条（利用者及び参加者の管理）
1. 乙は、本施設へ飲食物を持ち込む参加者に対し、本同意書及び甲が定める施設利用規約の内容を周知するものとする。
2. 乙は、参加者が安全かつ適切に飲食を行えるよう、利用目的及び参加人数に応じて必要な管理を行うものとする。
3. 乙は、参加者による飲食物の放置、設備の不適切な使用、過度な飲酒その他の危険行為を防止するよう努めるものとする。
4. 未成年者が参加する場合、乙はその年齢及び利用状況に応じて必要な監督体制を確保するものとする。
5. 乙が参加者に本施設の利用を認める場合であっても、乙は本同意書に基づく自己の義務を免れるものではない。
6. ただし、参加者の行為に関する乙の損害賠償責任は、乙の監督義務違反その他法令上又は契約上の責任が認められる範囲とする。

[bookmark: _ah4lz5z52hs9]第18条（禁止事項）
乙は、本施設において次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 甲が禁止する飲食物を無断で持ち込む行為
2. 腐敗又は変質した飲食物を使用又は提供する行為
3. 必要な許可又は届出を行わずに法令上規制される食品営業を行う行為
4. 甲の承諾なく火気又は調理器具を使用する行為
5. 20歳未満の者に飲酒させる行為
6. 飲酒を強要し、又は危険な飲酒行為を助長する行為
7. 食品残渣、油脂その他の廃棄物を不適切に処理する行為
8. 設備又は備品を故意に破損若しくは汚損する行為
9. 他の利用者又は近隣住民に著しい迷惑を及ぼす行為
10. 甲が定める安全上の指示に正当な理由なく従わない行為
11. その他法令、本同意書又は事前に提示された施設利用規約に違反する行為
[bookmark: _8tqaklt18soc]第19条（持込料金及び追加費用）
1. 飲食物の持込みに関する料金及び追加費用は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	飲食物持込料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	アルコール持込料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	キッチン使用料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	調理器具使用料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	ゴミ処理料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	清掃オプション料金
	□ 無料　□ 有料（金　　　　　円）

	その他追加料金
	金　　　　　　　　　円

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日


2. 甲は、前項の料金について、原則として利用申込み又は本同意書への同意前に乙へ明示するものとする。
3. 乙は、事前に合意した料金及び利用後に適法かつ合理的に発生した追加費用を、所定の方法により支払うものとする。
4. 甲は、事前に合意していない追加料金を一方的に請求しないものとする。ただし、乙の責めに帰すべき事由により発生した損害について、法令又は契約に基づき賠償を請求する場合は、この限りでない。

[bookmark: _hpuolamywda5]第20条（持込条件の変更及び利用制限）
1. 甲は、施設設備の故障、衛生上の問題、消防上の危険その他合理的な理由がある場合、飲食物の持込条件又は設備の使用条件について変更を求めることができる。
2. 甲は、前項の変更が必要となった場合、可能な限り速やかに乙へ理由及び変更内容を説明するものとする。
3. 乙が本同意書に重大な違反をした場合、甲は是正を求め、相当期間内に改善されないときは、飲食物の持込み又は施設利用を制限することができる。
4. 火災、重大な衛生上の危険その他緊急の対応が必要な場合、甲は事前の催告を行わず、必要最小限の範囲で飲食又は施設利用を一時停止させることができる。
5. 利用制限又は中止に伴う料金の返還及び損害賠償については、その原因、甲乙の責任及び関係法令に従い判断するものとする。

[bookmark: _a5dxqh2beejp]第21条（キャンセル及び持込同意の撤回）
1. 乙が飲食物の持込みを取りやめる場合、可能な限り速やかに甲へ通知するものとする。
2. 飲食物の持込みを取りやめた場合の持込料金、設備使用料金その他の費用の返金については、事前に明示されたキャンセル条件及び関係法令に従うものとする。
3. 甲が施設の安全確保その他合理的な理由により持込許可を撤回する場合、甲は乙へ理由を説明するものとする。
4. 甲の責めに帰すべき事由により飲食物の持込みが不可能となった場合、甲乙は未提供のサービスに係る料金の返還その他必要な精算について協議するものとする。
5. 本同意書に基づく持込同意の撤回は、別途締結された施設利用契約を当然に終了させるものではない。

[bookmark: _42ifxe5jr50]第22条（損害賠償及び責任分担）
1. 甲又は乙が本同意書に違反し、相手方又は第三者に損害を与えた場合、当該当事者は自己の責めに帰すべき事由により生じた損害について、関係法令に従い責任を負うものとする。
2. 乙が持ち込んだ飲食物の衛生管理上の不備、危険な調理行為その他乙の責めに帰すべき事由により損害が生じた場合、乙はその責任に応じて損害を賠償するものとする。
3. 甲が管理する設備の不具合、安全管理上の不備その他甲の責めに帰すべき事由により損害が生じた場合、甲はその責任に応じて損害を賠償するものとする。
4. 甲乙双方に損害発生の原因がある場合、各当事者の責任の程度及び具体的事情を踏まえて、合理的に負担割合を決定するものとする。
5. 本同意書のいかなる規定も、甲又は乙の故意若しくは重大な過失による責任を不当に免除し、又は消費者契約法その他の強行法規に反する責任制限を設けるものではない。

[bookmark: _7ajb1625r5e6]第23条（保険の取扱い）
1. 本施設の利用及び飲食物の持込みに関連する保険の加入状況は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設賠償責任保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	生産物賠償責任保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	利用者側のイベント保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	その他の保険
	

	主な補償内容
	

	補償対象外事項
	

	保険に関する連絡先
	


2. 甲又は乙が保険に加入している場合であっても、すべての事故又は損害が補償対象となるものではない。
3. 保険金の支払可否及び補償範囲については、当該保険契約の約款及び保険会社の判断によるものとする。
4. 保険への加入の有無は、甲乙双方の法令上又は契約上の責任を当然に変更するものではない。

[bookmark: _kybu9ieznbe4]第24条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本施設の利用申込み、本人確認、利用管理、緊急連絡、事故対応、料金請求その他施設運営に必要な目的の範囲内で、乙の個人情報を取得し、利用するものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の同意その他適法な根拠なく、個人情報を第三者へ提供しないものとする。
4. 事故発生時に参加者の健康情報その他慎重な取扱いを要する情報を取得する場合、甲は必要な範囲に限定し、関係法令に従って取り扱うものとする。
5. 個人情報の保存期間、開示等の請求方法及び問い合わせ窓口については、甲が別途定める個人情報保護方針等によるものとする。

[bookmark: _fo5va7dbyrqx]第25条（本同意書と施設利用契約の関係）
1. 本同意書は、本施設の利用契約に付随し、飲食物の持込みに関する個別の条件を定めるものとする。
2. 本同意書と施設利用規約その他の契約条件との間に相違がある場合、飲食物の持込みに関して個別に合意した事項については、本同意書を優先するものとする。ただし、別途優先順位について明確な合意がある場合は、その合意による。
3. 本同意書に定めのない施設利用上の事項については、施設利用契約及び施設利用規約によるものとする。
4. 本同意書は、甲又は乙が法令上負う義務を免除し、又は第三者の権利を制限するものではない。

[bookmark: _1efggknnmtpv]第26条（同意の有効期間）
1. 本同意書は、甲乙双方が同意した日から効力を生じ、第2条に定める施設利用が終了するまで適用されるものとする。
2. 施設利用が延長又は変更された場合、甲乙は必要に応じて本同意書の適用範囲及び条件を確認するものとする。
3. 本同意書の終了後も、清掃及び原状回復、未払料金、損害賠償、個人情報の保護並びに紛争解決に関する規定は、その性質に応じて必要な範囲で効力を有するものとする。

[bookmark: _nmbemeayblha]第27条（協議事項）
1. 本同意書に定めのない事項又は本同意書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は信義誠実の原則に従い、協議のうえ解決するものとする。
2. 飲食物の持込みに関連して問題が発生した場合、甲乙は必要な情報を共有し、円滑な解決に努めるものとする。
3. 本同意書の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合であっても、その他の条項は、当該判断の影響を受けない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _8rk6i4hwe5dd]第28条（準拠法及び紛争解決）
1. 本同意書の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本同意書に関連して紛争が生じた場合、甲乙はまず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _pqrdh58hr5zr]第29条（最終確認及び同意事項）
乙は、本施設への飲食物持込みにあたり、次の事項について説明を受け、又は自ら確認したうえで、その内容を理解し、同意するものとする。
□ 飲食物の持込可能品目及び禁止品目を確認しました。
□ 飲食物の保存方法及び衛生管理上の注意事項を確認しました。
□ 食中毒及び食品アレルギーに関する注意事項を理解しました。
□ 調理行為及び調理設備の使用条件を確認しました。
□ 火気の使用に関する制限及び安全上の注意事項を確認しました。
□ アルコール飲料の持込条件及び飲酒に関する禁止事項を確認しました。
□ 飲食可能エリア及び利用時間を確認しました。
□ 飲食物の販売又は第三者への提供に関する条件を確認しました。
□ ゴミの処理方法及び持ち帰り条件を確認しました。
□ 利用終了後の清掃及び原状回復義務を理解しました。
□ 設備又は備品を破損した場合の対応及び費用負担を確認しました。
□ 事故発生時の連絡方法及び対応手順を確認しました。
□ 持込料金、設備使用料金その他追加費用を確認しました。
□ 施設利用規約及び本同意書の禁止事項を確認しました。
□ 本同意書の内容を参加者に周知し、適切な利用管理に努めることに同意します。
□ 本同意書のすべての内容を確認し、飲食物の持込条件に同意します。

[bookmark: _5du42i868kjn]
[bookmark: _8b58egv3q8u2]
[bookmark: _jgukmnomqslf]
[bookmark: _lo1swbljaesm]
[bookmark: _jlqs84j8833l]署名欄
甲及び乙は、本同意書の内容を十分に確認し、これに同意した証として、本書を作成する。
書面による場合は本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各自1通を保有する。電子契約による場合は、合意内容を記録した電磁的記録を作成し、甲乙が合意した電子署名その他の方法により同意の記録を保存するものとする。

同意日：　　　　年　　　月　　　日

甲（レンタルスペース運営者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（レンタルスペース利用者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名又は法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名（法人の場合）：　　　　　　　　　　　　　

利用責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：

